
令和３年２月４日１４時００分

資料配布 近畿地方整備局

奈良国道事務所

災害時の安定した交通確保、交通安全性の向上に寄与しています

～国道168号 十津川道路（十津川村平谷～折立）の整備効果～
と つ か わ と つ か わ む ら ひ ら だ に お り た ち

国道168号 十津川道路 十津川村平谷～折立間が令和元年9月16日に開通し、１年一般
と つ かわ と つ かわむらひらだに おりたち

が経過しました。

この度、開通後の整備効果をとりまとめましたのでお知らせします。

■開通による整備効果

・効果① 災害時の安定した交通が確保
開通により代替路が確保され、 に寄与災害時の地域住民の安全安心な移動

・効果② 医療施設へのアクセス性向上
地域住民の負担軽減や安心できる生活の医療施設へのアクセス性向上により、

に寄与の支援

・効果③ 交通安全性の向上
交通事故件数が減少国道１６８号旧道の交通量が約８割転換し、
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災害時の安定した交通が確保

○国道168号（折立～猿飼）の通行経路

国道168号旧道（平谷～折立）は、開通前10年間で75回・135日の通
行止めが発生。通行止め発生時は大幅な迂回が必要であり、日常生
活や救援・救助活動に大きな支障が生じていました。

十津川道路（平谷～折立）の開通により代替路が確保され、災害時
の地域住民の安全安心な移動に寄与しています。
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出典：十津川道路事業パンフレット（奈良国道事務所）

落橋した折立橋（平成23年9月）

幅員３.７ｍ

出典：奈良県広域消防組合五條消防署 十津川分署ヒアリング調査結果より

・平成23年折立橋の崩落時に、大幅な迂回により
救援・救助活動に大きな支障が生じました。

・十津川に架かる橋・トンネルが複数でき、
災害発生時に猿飼方面に行くことがで
きるようになりました。

○消防署の声

すれ違いが困難
（4ｔ未満の車両のみ通行可能）

・十津川道路の開通前は、通行止め時に大幅な迂
回が生じ、出荷が遅れたり、場合によっては農産
物を破棄することもありました。

・十津川道路の開通により、出荷遅れ等が
減り、安心して利用しています｡

○十津川村役場の声

写真②：
開通前（通行止め時）の迂回路

写真①：開通後の十津川道路

○国道168号旧道（折立～平谷間）の
通行止めの状況

○開通前（通行止め時）と
開通後の所要時間

出典：国道168号通行止め履歴

出典：【開通前】（通行止め時）実走行調査（R2.9.1（火））
（国道168号旧道）ETC2.0データ（H30.10平日）

【開通後】ETC2.0データ（令和元年10月平日）

8.2㎞

3.9㎞ 2.7㎞

出典：十津川村役場ヒアリング調査結果より
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十津川道路（今回開通区間）

一般国道

村道

開通前（通行止め時）

開通前（通常時）

開通後

写真①

写真②

R2.1撮影

開通後に発生した国道168号旧
道の通行止め(12回・21日)に
おいても、安定した交通を確保

至 五條市

R1.9.16 開通区間
1.7km
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医療施設へのアクセス性向上

○通行止め時における通行経路

十津川村の人工透析患者や周産期妊婦は村外に通院しており、国道
168号旧道の通行止め時には大きな迂回が生じていました。

十津川道路の開通により、通行止め区間の回避が出来るようになり、
地域住民の負担軽減や安心できる生活の支援に寄与しています。

・十津川村から新宮市まで片道で1時間半程度かけて、
人工透析を受けている患者さんがいます。(村内に10人)

・国道168号は患者さんにとって生命線で、陣痛の始
まった妊婦さんにとっても重要な道路です。

・十津川道路の開通により、国道168号の通行止
めによる大幅な迂回が必要なくなり、通院患者
が喜んでいます。

出典：十津川村役場ヒアリング調査結果より

○過去10年間の通行止め実績
(国道168号旧道 折立～平谷間)

○十津川村役場の声

・十津川村からの救急搬送時に国道168号
を利用しています。以前は通行止めによ
る大幅な迂回から、搬送に多くの時間を要
する場合がありました。

・十津川道路が開通したことで、通
行止めのリスクが低減し、迅速
な搬送の確保に寄与しています。

出典：奈良県広域消防組合五條消防署 十津川分署ヒアリング調査結果より

○消防署の声
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2次医療施設

新宮市立医療センター

371

2次医療施設

県立五條病院

R2.9.撮影

H27.5撮影

○病院までの所要時間比較

【十津川村役場～新宮市立医療センター】

十津川村役場

13 1

R1.9.16 開通区間
1.7km

H23.9
開通区間
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出典：【開通前】（通行止め時）平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
（国道168号旧道）ETC2.0データ（H30.9平日 通行止め

日の4・5を除く）
【開通後】ETC2.0データ（令和元年9月17～30日平日）

【十津川温泉～県立五條病院】

折立

平谷

開通前10年間
で135日の通
行止めが発生

※国道168号旧道（折立～平谷間）の通行止め状況

開通後に発生した国道168号旧
道の通行止め(12回・21日)に
おいても、安定した交通を確保

凡例

直轄国道

自動車専用道路

事業中

補助国道

通常時の経路
（国道168号旧道）

開通後の経路
（十津川道路）

通行止め時の経路
(北部への通院)

通行止め時の経路
(南部への通院)

十津川道路
（今回開通区間）

村道

通院時の通行経路

---開通前-------------

---開通後-------------

県境

村境



160

38

136

160 
174 

0

50

100

150

200

250

300

開通前 開通後

旧道 今回開通区間（台/12h）（台/12h）

1,938

418

1,618

1,938 2,036 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

開通前 開通後

旧道 今回開通区間（台/12h）

2.5

0

1

2

3

開通前 開通後

旧道 今回開通区間(件/年・㎞)

交通安全性の向上

○国道168号旧道区間の線形不良箇所

開通区間に並行する国道168号旧道では、線形不良箇所が多く存在し
ており、交通事故が多発していました。
十津川道路（平谷～折立）の開通により、国道168号旧道の交通量が
約8割転換し、交通事故件数が減少。

旧道78％減
旧道68％減

出典：12時間（7～19時）交通量調査結果
開通前：令和元年9月11日(水)、開通後：令和2年9月1日（火））

・十津川道路開通前は、旧道を大型車両が頻繁に
行き来していました。

・十津川道路の開通により、交通が転換し
通学時の安全性が向上しています。徒歩
で通勤している職員も安心しています。

出典：十津川高等学校ヒアリング調査結果より
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○学校職員の声

○開通前後における交通量・事故件数の変化（平日）

・旧道では道幅が狭く徐行が必要で、特に通学時
間帯は安全運転に注意していました。

・十津川道路が完成し、自転車・歩行者
の少ない道を走行でき、安全性向上を
体感しています。

出典：生コン輸送会社ヒアリング調査結果より

○大型車両ドライバーの声

出典：奈良県警察本部 提供資料より
開通前：平成27年9月16日～令和元年9月15日の年平均、
開通後：令和元年9月16日～令和2年9月15日

十津川高等学校
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年度 事業実施項目

平成8年度 事業化

平成12年度 用地着手

平成14年度 工事着手

平成23年9月 一部開通（十津川村折立～小原間）

全線開通（R1.9 .16開通区間

　　　　　十津川村平谷～折立間）
令和元年9月

一般国道１６８号 十津川道路の概要

○ 一般国道168号十津川道路の概要

国道168号十津川道路は五條新宮道路（延長約130km）の一部を形成し、

通行止めによる迂回の解消、歩行者や自転車利用者の安全確保、医療施設

へのアクセス向上を主な目的としています。

平成23年9月の台風12号では地すべりの発生により国道168号が通行止め

となりましたが、十津川道路（4.3km）を緊急措置として前倒しで開通したことに

より南北分断を免れ、孤立集落の解消など非常に大きな整備効果となりました。

令和元年9月16日（月）の開通（1.7km）により全区間（6.0km）が開通しました。

○開通概要 ○標準断面図

【位置図】

○主な事業の経緯

橋梁部

と つ かわ ご じょう しん ぐう

広域図

と つ かわ

（起）奈良県吉野郡十津川村平谷

（至）奈良県吉野郡十津川村折立

道路延長 1.7km

構造規格 第3種第2級

設計速度 60km／h

車 線 数 2車線

標準幅員 8.5m

区　間

と つ かわむら ひらだによ し の

と つ かわむら おりたちよ し の

一般国道１６８号 十津川道路の概要
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「十津川郷」

168

十津川温泉
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：今回開通区間

：一般国道
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十津川道路（Ⅱ期）
延長5.6km


